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今|現mいた評価~~~iJ!Æ は，路t湾総n支，開設費用， J訓i乱 j話機の危険性の 4 つである。路網i'l1~J支は，
それが高ければ，移動が容易になる，搬出純資が少なくてすむ，附系の機械を導入できる，な



























て表iのように数悩ai jを与えて， 1 X 1行列A= [ai;] を作る。ここで a'j=l，aij= 









(袋詰IUと (a ' i)
IliJじ 咋 i
少し汲姿 → 3 
1f(嬰→ 5
かなり立主主E → 7 
絶対立Í~ → 9 
a 11口1. a'i=l/a'i 
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[W， .. W nJT口 nw (2) 
すなわち，
(A-nI) w=O (I :ijt位行列) (3) 
である O ここで 1は!溜有似A，w はそれに対するli'l有ベクトルである O このとき， Aの 2行日
以下は第 l行の定数{告であるから， Aのi情数は iで， Aの間有植え ， (i口 1，2， ・・・， 11) 
のうち i つだけが~I;ゼロ，他はすべてゼロである。また，…般に，
ヱA =人の対角要畿の手IJ)= 1 (4) 
であるから，ゼロで、ない唯…のAをA川 x とすると線形代数の理論から，
A n，" = n， 1t!.のA i = 0 (5) 





Av口 Amn ，v (7) 
という式が成立する。
i泣大[滋ギf1i在とml;(Iベクト 1レを求めるためにはベき采法 (powermethod) を用いる。このブ'j r1~
は，行列Aに初期ベクトルv((J)を乗じて v(1)を作り，さらにAにvけ}を乗じて V (Z) を作ると








は ra i k口 ai I a I kがすべての i，j， kにフいて成り立つJときに，行列Aは整合性があると
し、つ O
そこで3 この整合!立を訴す指標CI，CRがmいられるo A ma誌-nの値は，完全に競合性がある
ときは0となり，投合性がないと催が大きくなる O この1li立を行列の大きさを示す n-1で剣った
ものを接合皮 (consistencyindex) と1ヂび， CIという記号で裂す。それは以下の式でえられ
るO CI=ム必仏叫了
n -1 (8) 
CIが0.1(あるいは0.15)のときには問題ないが，その植を餓えた場合には…対比較の判断を見
破してみる必要がある O
殺合皮を表すもう iつの指機CRは，次のようになっている。 1/9，1/8，・・・， 1/2， 








1 234 5 6 7 8 910 1 12 
M 0.0 0.0 0.58 0.90 1.12 1.24 1.32 1.41 1.45 1.49 1.51 1.53 
4.評価基準の重み付けの結染
詳細基準ごとの重姿度を求めるための…対比較によるアンケート捌査は，高知県の林業家 3名
(意思決定者A~C) ，徳島県の J~後段 i 名(意思決定者D) ，高知大学の研究者 i名(窓思決定者










表 3. 一対比較の紡糸 e~:志決定校A)
E告総2官、1交!羽詰!tlHW 草 ~I話崩 壊
泌総統j立 7 
開設1，~m 1/7 
滋鰍 1/7 1/5 





表 4. …対比紋の紡糸(立志ìj~5Ët.・ B)
E告側草i'n支 開設~~ffl 立 1悩 1M i淡
路網後l'J主 3 5 5 
IlfJ投資j羽 1/3 5 i 
地、v. ITa¥ 1/5 1/5 1 1/5 

















路納税皮 Il丹波紋別 巡 Ili司JiJi 壊
E名義母草普段 i 7 7 5 
|約絞~}lm 1/7 9 1/7 
i泣 1品 1/7 9 i 1/9 
崩壊 1/5 7 9 i 
表 7. 一対比較の紡糸 (;~(;ïぶ決定t'E)
路網'il'，'J.交 li丹波佼汀草 将 j的 i袋
路網鍛J:l! i 3 5 5 
!剤投資j羽 1/3 l 5 1/5 
i援 中活 1/5 1/5 1 1/7 
j針 峻 1/5 5 7 i 
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言、1'断基準の重姿度の算1:1:¥紡来を見ると， {I沈ね f路網密度jがi訟も誌をiい評価になっている O 全体
の傾向としては，その次に， r崩壊J，r開設費用j，r道IJ話jの蛸である O しかし 3人の林業家
(意思決定者A，B， C)の意思決定を見ると，入氏は何事綿密度jに， C氏は「崩壊Jに議点を
fif1:き， B氏は「路網密度j，1"崩壊jに投んで， r関投資mjにも抵点を置いている O 貫工j誌の按き方
に伽1人道があるのは，林業家それぞれに過去の経験に基づく独自の考え方があるためTあろう。
意思決定者の問符結来から，最大阪!有fij，評価基準ごとの重姿j立とその CI，CR 1i直を:;}とめた結




;む;志決定者 B ひ E C A 
i訟火i占1平行i!{ 4.55069 4.15355 4.33942 4.9901:3 4.74213 
路縦執n支 0.616391 0.410292 0.158792 0.586062 0.543074 
関投資j羽 0.0953157 0.232285 0.0674359 0.102282 0.12584 
活版 0.0401369 0.0595706 0.0967215 0.0316379 0.0465844 
崩 j災 0.248153 0.297853 0.677051 0.280018 0.284501 
CI む.183564 0.0511818 0.11314 0.330042 0.247376 
CH 0.20396 0.0568687 0.125711 0.366714 0.274863 
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5. グループによる意思決定



































路網の代幸卒業は，間 3-6に訴す4つで，これらは， l:gl 7 に訴すような路網の基準71~5) をもと
にして決定した。代務案Pは，基準形(c)の形に基づいて決定した。この案では，主主り道と尾



























a 上昇の filli1î~l方向の時 十 1.下降の和!日i立方向の時 一i
Eij 代稼業 iの許制i基準 jについての目標成泉純
j.評価基準 jの目標成栄組の算術平均


















果を表14に示す。この表を見ると， I崩壊jの話機達成皮が火きい代替案Pと， I路綿密度JII#:J 
設費府.JI崩壊Jともに目標達成度が平均以上の代替案Sの手Ij用舗1iuが比較的潟ぃ他となった。




日持 告を 1t fチ 升，φ七司，
寄付li;li誌を
1私 {虫; 代幸子築P 1¥>終案Q 1t終案R 代f苦手探S 旬Ijfí~rjjJiT 
路網干bt皮 m/ha 91 97.3 103.6 98.5 J号令
関設~!(用 円/ha 461568 584477 758218 508248 蜘ド 1年
必、~“i 1編 m(平均) 2.51 2.63 2.8 2.5 ~f. 
j針 i災 (危険度) 225 269 325 257 下 Ilj争
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決12. EI tWl]議成!支
日持 5e 1~ :安 苦笑
終fili;!らiW
代終梁P 代得策Q 代f葬祭R 代総集S
路線街成 0.7829160 0.9901325 1.1973490 1.0396023 
関投資fl 1.6472296 0.9647440 o 0.3880262 
j泣 I¥lM 0.87700:13 1.0245993 1.2336935 0.8614037 
IJIJ J;{ 1.5250903 1 0.3317032 1.1432064 
淡路.立五決定者のぽlefili)μVfごとのm:袋)交 (x100) 
:む、 m，ti〉ァ i火 ，河ふ工吋横 ZS' 
B C 。 E グ}v…ブ
11.03 15.88 58.61 54.31 15.17 
23.23 6.74 10.23 12.58 12.90 
5目96 9.67 3.16 4目66 5.91 
2臼.78 67.71 28.00 28.15 36‘02 
表14.手IJfifulHほのW:定紛争終
おE ，ぶ iた lE 者a
8 C D E グル…ブ
121.03 1:15.28 108.21 110.72 116.73 
98.92 99.84 99.14 99.14 99.24 
66.36 53.40 83.36 80.21 73.32 
113.69 l1lA7 109.29 109.93 110.70 
4.お わ
以上が念、銀斜地における路網案の選択過殺であるが，今関は評価基準の数が少く多li的な路網
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Resume 
We would like to show the s巴lectionprocess of a road network plan for steep te1'rain by 
AHP that can solve the p1'oblem 01' complicated decision p1'ocess logical1y. 
Fi1'st， we asked those who a1'e cOl1cerned to 1'orestry in Kochi and Tokushima P1'ef巴ctureto 
reply to ou1' questionnaire by pai1' comparison method. With the result， we calculate the 
weight of evaluation standard as the basis of their decision process. 
In the 8hikoku Mountains， where the Median tectonic line 1'uns from east to w臼stand the 
terrain is very steep， landslides occur very often bacause of fo1'est 1'oad construction. 80， we 
adopt the deg1'e of landslide f1'equ巴ncyas evaluation standard. 
Based on the weight of evaluation standa1'd， we calculate eaむhuse value fo1' some 1'oad 
network plans and select the most va1uable one by use value analysis. As a 1'esult， the road 
network p1an shaped like a fishbone， whose main route is climbing 1ess circuitously， ismore 
available. 
